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研 究 主 題

一人一人 の学 習意欲 を高 め、 主体的 に課題 を解 決する態度を育て る指導 と評価 の工夫

1主 題設定の理由と研究の主な内容

1主 題設 定の理由

現 在の私 たちの生 活 は、物質的 な豊か さを手 に入れ る ことがで きた反面、少 子化 や核家族

化 な どの影響か ら社会体験 、 自然体験 などの生活 体験 の機会が減少 し、 他人を思 いや る心 や

よ りよ い人間関係 を形成 す る力が弱 ま って きて いると指摘 されてい る。 また、氾濫 す る情 報

の中か ら必要な情報 を選 択 し、適切 に処理す る力が必要 にな ってい ると も言わ れてい る。

そ こで、 中学 校教育 にお いて は、豊か な心 を もち、社会 の変化 に主体 的 に対応 で きる能 力

や生 涯を通 じて学 び続 ける態度 を育成 す ることが求 め られ てい る。技 術 ・家庭科 では、実践

的 ・体験 的な学 習 を中心 と して、生活 に必要 な基礎的 な知識 と技術 を習得 し、 その学 習を通

して家 庭生 活や社会生 活 と技術 とのかか わ りにつ いて理解 を深 め、生 活の充実向上 を図 る能

力 と実践 的 な態度 を育成す ることを目指 して いる。 しか し、「物 は与 え られ るもの」「困難 は

さけて通 るもの」 とい った風潮か ら学習意欲 が低 下 し、基礎的 ・基本的な知識や技術 の低下、

ある いは学 習の仕方 が十分 に習得 で きていない とい った課題 が生 じて いる。

以 上の ことか ら本研 究で は、実践的 ・体験 的な学習 を さらに工夫 し、生徒一人一人 の学習

意欲 を高め、進 ん で学 習す るとと もに、 自 ら課 題を発見 し、主体 的 に課題を解決す る能 力や

態度 を育て る指導 と評価 にっ いて研究 す ることと した。 そのため に、授 業 の中 に課題解 決的

な学習 の場面 を設定 した り、 ワー クシー トや 自己評価表 な どを作成 した りして、指導 方法や

評価方 法の工夫 を行 うことと した。

2各 分科会 の内容

(1)電 気分科会 副主題 「授業 の中で、生徒 に驚 き ・疑問 を もたせ解決 して い く意欲 を育て

る指導 と評価 の工夫」

実験 などによ って、そ こで得 られ る感動 を大切 に して、 主体的 に課題 を見 っけ、解 決 し

てい く意欲を育 て る指導 と評価 のL夫 にっいて研究 を進 めた。

(2)情 報基礎 分科会 副主題 「ワープ ロソフ トの利用 を通 して、情報を適 切に活用 す る意欲

を高め、課題 を解 決す る態度 を育 て る指導 と評価 の工夫」

生徒 が学 習 の理解 を深め、 自己の課題 を見 いだ し解決す る態度 を育て る指導 と評価 の工

夫 につ いて研究 を進 め た。

(3)家 庭生 活分科会 副主題 「家庭 の仕事 の体験 を通 して、 課題解決的 な学習 を行 い、 自 ら

実践 す る態 度 を育 て る指導 と評価 の工夫」

家庭 の仕事 に興 味 ・関心 が もてるよ うな体 験学習 を通 して、学 んだ こ とを自 らの生活 に

生 か し、主体的 に実 践 しようとす る態度 を育 て る指導法 と評 価 につ いて研究 を進 めた。

紛 食物 分科 会 副主題 「食生活 を見直 し、 安全 で健康 的な食生活を実践す る力 を育て る

指導 法 と評価 の工夫」

生徒 自 らが食生活 にっ いての課題 に気付 き、解決 し、工 夫 し、実践で きる力を育て る指

導法 と評価の研究 を進 め た。
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II研 究 のね らいと仮 説

「電気」

1研 究 の進 め方

(1)領 域設定 と副主題設定 の理由

現在 、電 気 は私 たちの生 活の中 に幅広 く活 用 されてお り、電気 のない生活 は成 り立 たた

ない し、あ ることが 当た り前 にな って い る。 その反面、基礎 的な電気 の知識や安全 な使 い

方 が忘 れ られ る傾向 にあ る。生徒 は目に見 えず、 また、不正確 な情報 や体験不足 によ って

電気 は 「こわ い」 とい う先 入観を もち、 さらには家電製品 のハイテ ク化 と相 ま って、電 気

領域 に対 す る学習意欲 を向上 させ に くい現状 があ ると考え られ る。 そ こで、電気領域 を取

り上 げ、一 人一人 の学習意 欲を高 め、主体 的 に課題を解決 す る態度 を育 て る指導 と評価 の

工夫 を進 め ることと した。

生徒一人 一人の学習意欲 を高 めるために、「え?!」 「なぜ?」 「な るほ ど!!Jと い った一

人一人 の生 徒の感動 と疑 問を大切 に し、主体 的 に課題 を解決 す るための授業 を ドラマチ ッ

クに展開 す ることが必要 であ ると考 える。 そ こで、電気 の基本 的な性 質を示す実験 を学 習

過程 の中に効果的 に取 り上 げ、 そ こか ら発 す る生徒の感動 と疑 問か ら学 習 を展開 す ること

を考 えた。 その ために様 々な場面で の 「実験」 と 「実験 を効果 的に利 用す る指導法」 につ

いて研究 を進 める ことに した。 また、授業 のなかで 「感 じる時間」 「考 え る時 間」 を よ り

多 く設定 し、生徒 自身 が授 業を振 り返 る自己評 価が可能 な ワー クシー ト(学 習 ノー ト)の

研究 も併 せて行 うことと した。

② 研究 の構 想

一人一人の学習意欲を高め
、主体的に課題を解決する態度を育てる指導と評価の工夫

授業の中で、生徒に驚 きや疑問を もたせる指導 と評価の工夫

〈仮説〉電気の基本的な性質を示す実験を行 うことによって、生徒一人一人が感動 と疑問を

もち、学習意欲を高め、主体的に課題を解決する態度を育てることができる。

実験から感動をうむ指導の工夫 一人一人が考え
、判断する授業の工夫

◎実験 の精選

1.効 果的に感動 と疑問 を もたせ る。

○身近 な現象や材料 を使 った実験

○生徒一 人一人が体験で きる実験

○驚 きを感 じられ る実験

2.安 全性 を重視す る。

○電源 ・電 流 ・電圧 の確認

●

◎ ワ ー ク シー トと 自己評 価

1.ワ ー ク シー トを活 用 す る。

○ 考 え を ま とめ る支 援

○ 必 要 な情 報 の提 示

○ 考 え る時 間 の確 保

2,自 己評 価 を 工夫 。

○ 自分 で 授 業 を振 り返 る。

○情 緒 面 の変 化 を知 る。
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2,研 究 の内容

(1)実 態調査(ア ンケー ト結果)

研究 を進 め るにあ左 り、電 気 の学習 の終 わ った3年 生 の生 徒(6枚330人)を 対象 に実

態調査 を行 った。

① 調 査内容

《理 論編 》 言葉の意味 や内容 につ いて

《技 術編》 「電 気」 の授業 にお ける作業 について

《作 品編 》 完成 の状況 や家庭 での利用状況 にっいて

《電気 利用編》 …… 自宅 の契約電流、 ブ レーカーについて

《興 味 ・関心編》 …興 味を持 ったか、作 って みたいか、 もっと勉 強 して みたいか

② 集計結 果

《理論編 》

●次の言葉の意味や内容がわか りますか
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《電 気利用編》

《興味関心編》

●学 習が 終 わ って 、電 気 に興味 をも ち ま したか
i

男 子

:,
、 、 、 、 、 、 、 、 、 ℃ ら 、 魅 亀 、 、 、 、
P9'''"「''''''''"、 、 、 、 覧 、 、 、 噛 、 亀 、 亀 亀 亀 、 竃
"9'''''''''''"

'ノ

'`'''''''''"

魅 、 、 、 、 覧 、 、 ら'''''"
、 、 、 鰯 亀 、

'"`' 魅 、 、
'

NO(44.0%)YES(56.0%)

計合

レー
NO(51.1%)YES(98.9%)

女 子

NO(58.5%) YES(41.5%)

● 今 後、 電 気 につ いて もっ と勉 強 した い と思 い ます か

男子

NO(42.3%)YES(57.7%)

計
「
合
繍

NO(53.5%)YE3(46.5%)

女 子

譲i
二

燧震i

裂,、 、,、, '"

、…霧1灘
*''"

'㌃

こ '.'

饒こ二ここニニ、 鰯 こミ、 こ鞭
' 、

, ''''"

NO(65.4%) YES(34.6%)

(2) 調 査 結 果 の考 察

理 論 編 で は 、 ス イ ッチ につ いて は理 解 して い るが 、 短 絡 ・定 格 ・ろ う電 な どにっ い て は、

理 解 して い な い生 徒 が 多 い。 ど の項 目 も 「言葉 と して 聞 い た こ とが あ る」 と い う理 解 の程

度 で あ り、 そ れ以 上 の 理 解 が 不 足 して い る。 技 術 編 で は、 はん だづ け ・被 覆 む き ・プ ラ グ

の 組 み 立 て は で き るが 、 配 線 器 具 の断 線 や 短 絡 の 検 査 が で きな い生 徒 が 多 く、 電 気 機 器 を

安 全 に利 用 す る こ とや 、 検 査 方 法 に っ い て は不 十 分 で あ る こ とが わ か った。 ま た、 自宅 の

契 約電 流 は知 らな いが 、 ブ レー カ ー を 落 と さ な い電 気 機 器 の利 用 法 は理 解 して い る こ とが

わ か った。 これ で は、 ブ レー カ ー が作 動 して も復 旧 す る方 法 等 を知 って い る だ け で あ り、

電 気 機 器 の安 全 な使 い方 を 自 ら考 え て 工 夫 して い る と は 言い難 い。 さ ら に、 電 気 の学 習後

で も、50%以 上 の 生 徒 が 興 味 ・関 心 を も って お らず 、 特 に女 子 に そ の 傾 向 が 顕 著 に現 れ て

い る こ と が わ か った。

以 ヒの こ とか ら、電 気 機 器 の安 全 な 使 い方 にっ いて 工 夫 す る こ と と、 「電 気 」 の学 習 に

興 味 。関 心 を も たせ る こと が課 題 で あ る と考 え た。
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(3)電 気 領域 の指導計画 と検証授業 への過 程

7R導 区 二 分 }旨 導 内 容 時数 a b C d 備 考

(1)電 気 と生活 ・電気エネルギーの利用 2 0 0 O 0

(2)簡 単な電気回路 ①電気回路の構成
②図記号と回路図 4

③簡単な電気回路の設計
「テーブルタヅブ ・はんだごて等の製作」 0

(3)電 気機器の仕組み ①電気機器の構成
②電気機器の仕組みと回路 s

③電気機器に使われる構 斗

(4>電 気機器の保守点検 ①回路計の使い方 0 O

②電気機器の点検の仕方 0 0 0

③故障の修理 10 0 0

④屋内配線の仕組み O 0 0 O

⑤電気機器の安全な使い方 ・ へ 浩 バ
㌧㌧L'"'り ・. .ド ー

『尾偏.粗 啄・

灘螺 萎)、 9一 ρ 0 瀬嚇 職 騨業「

(5)簡 単な電気回路の ①目的に応じた画路の設計 0 0

②目的に応じた回路の製作 ii 0
設計と製作 「ラジオ等、電子機器の製作」

③製作品の評価

(6)電 気の役割 ・電子技籍と生活との関係や電気と生活や 2 0

産業との発達との関係

a:生 徒 が興味 ・関心を持てなかったρ、理解が深められていないと考えられ る項 目

b二 生活と密着 した電気の技衛の習得が重要と考えられ る項 目

c:研 究主題との関わ りで指導と評懸の工夫が必要と考え られる項 目

d:題 材を選定 し指導方法を検討 した項目

(全35時 間)

鞭ら

懸
旨

、錠

墨

～
ま

罫 、

授 業 風 景

蟹

電気を視覚的にとらえる実験器具の 一一例
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(4)指 導事例 「電気機 器 の安全 な使 い方」

本時 の目標 ・コー ドに過電流が流 れた ときの危 険性を実感 し、学習 に取 り組 む意欲を

展 開

も っ 。

・電気機 器の安全 な使 い方 に興 味関心を もっ。

・電気機 器を安全 に使 うための工夫 をす る。

・電気機器 を安全 に使 うための知識 や、計算 の仕 方 を知 る。

「 』

1

導5
入 分

実15

験 分

20

分

課

題

解

決

(
発

見

)

整

理
is

鉦

学 習 活 動

●電気機器の安全な使い方 について考えた

ことを 自由に発表す る。

●電流を流 した状態での負荷の様子の観察

◇針金に触れる。
●結果の予想。

「消え る」 「明 るくなる」 「暗 くな る」

「針金が熱 くなる]「 変わらない」

◇針金を1本 切断する。

1な ぜ変わ らないのだろ う」

「本 当に何 も変化 していないのかな」

「もっと切 っていったらどうなるか な」

◇2本 、3本 と切断 していく。

「針金が変化 しているのか もしれない」

「針金が熱 くなっているのではないか」

「触ればわかる(で も、やけどするか も

しれ ないな)」

「温度計で計 ってみたらどうだろう」

●観察。

「そん なに熱 くなっているのか」

「紙 まで簡単に燃えて しまうんだ」

「どれ くらい温度が高 くな っているんだ

ろ う」

◇針金のかわ りにコー ドの被覆の一部を剥

いた ものを取 り付け、過熱により溶断す

るまで少 しずつ芯線を切断 してい く。

●実験でわか ったことや疑問をまとめる。

●記入 したことを発表する。

(別の観点での疑問や発見。)

「なぜ細 くなると過熱す るのだろう」

「なぜ触 って も感電 しないのだろう」

「針金が真赤にな った時 、電球が少 し暗

くなったような気がする」

「発泡スチロール用のカ ッターは、これ

を利用 して いるのかな」

●コー ドの許容電流や配線器具の定格の意

味を知 る。

○実験のテーブルタップに流れ る電流を計

算する。

●本時の学習内容を整理す るとともに、自

己評価す る。

『 一一1一 一

「電気機器を安全 に使 うために、どん なことに気を

付けたらいいと思いますか?」

「これから実験を通 して学習 していきましょう。 」

「針金を1本 切 ったらどうなると思いますか?」

●生徒の自由な発想を喚起する。

●感電 しない配慮 をす る。

「本当に何 も変化 していないのかな?」

齢 鰍・駿
創意工夫

霞沁・意欲・聾度

創 意 工 夫

闘レ意欲・駿

創意工夫

「針金が熱 くなっていると したら、どうすればそれ

を確かめ られますか?」 蒔レ鰍 ・駿

創意工夫

◇発泡 スチロールをあてて切断する。(残 り2本)

◇ 真赤 に発光 している様子を見せる。(残 り1本)

◇紙をのせて燃やす。
●針金 は過熱するが、電球の明るさはほとん ど変わ

らないことに注 目させる。
●この実験が非 日常的な ものでないことを認識させ

る。

● 『明るさが変化 しない』 一 『電流が一定』とい う

ことから、危険な状態で も電気機器は通常通 りに

使えて しまうことに気付かせ る。

●生徒の素朴な疑問や発見を大切に し、それを生か

して話を発展 させていく。

(そ の場で解決する場合,し ない場合)

齢 意欲・駿

墾!
知識 ・理解

創意工夫

●コー ドや配線器具には、電流や電圧の限度がある

ことを伝える。

● 「たこ足配線 」の危険性に気付かせる。

知識 ・理解

知識 ・理解

●電気機器を安全 に使 うために注意する点を整理す 知識 ・理解

る。 恥。意欲・鰍

「家に帰 ったら、コンセ ントやテーブルタップに流

れている電流を計算 してみよう。」
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ワ ー ク シ ー ト

電気機器の安全な使い方

■ 言午'容 学じ ～γ俺 の 実 塩灸

《実験器具》{P針 金の本教が戯ると
とうなるかc予 想)

圏帽
o電 球

12漢 験からわか ったこと

当縫

〔3}気がついたこと ・疑間など

2配 線 器.貝 の 定 格

)　定格」と 「許容堀流」〔 {2}実験のテーブルタップに流れる電流

:F'9T1・ 一(700W)7Tvi(SOOW)宏nn
●電{些_玉_昼 鯉 一簸_へ

合 言†oA

3自EL訓 そイ山

〔i}噸電流か流 れた ときの危険性を実感てきたか。

{2}配線 器具を安全に使うために注態する点がわかるか。

〔3題気機器を使用する時 に流れる電流を計算できるか。

〔4虞験の結果が とうなるか予想 したか0

151今巨の授業に興味や陽 ひをもって取 り組めたか。

lll

lll
まい

・え

・凡

.凡

一え

・
凡

電子部品の 「小実験」の授業風景

楚

1
霧

鷹

盤
〆

懇離 一 一　撫ご驚 _
・{… 螺 ・ ・」 ㌦'ゴ

騰 』 、

蝿 ㍉ ㌔._、

ti

訟 隔.%9rz..yF

らが ぐ

メ 夢_纂'

「小実 験」 コ ンデ ンサの帯電

宰 冗 鍵 琴

騨㌔ 鶴
3研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

(1)研 究 の ま と め

今 回 の研 究 で行 った 「小 実験 」 は、 生 活 に密 着 した身 近 で未 体 験 の素 材 と題 材 を選 ん で

行 っ た。 そ の結 果 、 「驚 き」 や 「感 動 」 は想 像 以 上 に 大 き く、 多 くの生 徒 が 「ど う して?!J

「な ぜ だ ろ う?!」 と い う疑 問 を もち、 「や って み よ う!」 「調 べ て み よ う!」 と い った 意 欲

や 態 度 を もた せ るの に 効 果 が あ っ た。

ま た、 電 気 とい う こ とば で 「感 電 」 「こわ い」 と い う イ メ ー ジ を 多 く の 生 徒 が も っ て い

る しか し、 「屋 内 配 線 」 や 「電 気 機 器 の 安 全 な使 い方 」 な どの 需 要 な学 習 内容 も、「小実J

を 工 夫 す る こと で 、 「電 気 領 域 」 の学 習 成 果 を 日常 生 活 に生 か せ る よ うに な った。

しか も、 授 業 の 申 で ワ ー ク シー トや使 う こ と に よ り、 生 徒 一 人 一 人 の技 能 や 能 力 に 応 じ

た 適 切 な指 導 と、 評 価 が充 分 に行 え るよ うに な っ た。

(21今 後 の 課 題

「小 実 験 」 に用 い る教 材 ・教 具 の開 発 に あ た って は、 教 師 が 自 ら生 徒 に と って身 近 で簡

単 な 材 料 を選 定 し、 工 夫 ・改 善 して行 くこ とが 重 要 で あ る。

ま た、 今 回 の 「小 実 験 」 で 用 い られ た教 材 の 中 に は、 天 候 な ど の 諸条 件 に よ って は 予想

され た結 果 が得 られ な い もの もあ った。 したが って 、 今 後 も教 材 ・教 具 の 改 善 に っ い て研

究 を 深 めて い く必 要 が あ る。
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「情 報 基 礎 」 領 域 一 ワ ー プ ロソ フ トの 利 用 を通 して、 情 報 を 適 切 に活 用 す る意 欲 を 高 め 、 課

題 を解 決 す る 態 度 を育 て る 指 導 と評 価 ・

1研 究 の進 め方

(11副 主 題 設 定 の理 由

21世 紀 を 目前 に ひか え 、 現 在 の生 徒 た ち が 、 高 度 な情 報 社 会 に主 体 的 に対 応 で き る よ う

に な る こ とが求 め られ て い る。 技 術 ・家 庭 科 の 「情 報 基 礎 」 領 域 にお いて は、 生 活 に必 要

な基 礎 的 な知 識 と技 術 の習 得 を 通 して 、生 徒 一 人 一 人 の学 習 意 欲 を 高 め、 進 ん で 工 夫 し創

造 す る能 力 と、 課題 を解 決 す る態 度 を育 て る こ とが 重 要 な課 題 で あ る と考 え る。

そ こで本 分 科 会 で は、 上 記 の副 主 題 を設 定 す る と と もに、 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トゥ ェ

ア の 中 で も、 社 会 的 に普 及 し使 用 頻 度 の 高 い 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ 用 ソ フ トウ ェ ア(以

下 、 「ワー プ ロ ソフ ト」 とい う)を 取 り 上げ て研 究 を 進 め る こ と と した。

コ ン ピュー タ と ワ ー プ ロ ソフ トの活 用 にお い て、 生 徒 一 人 一 人 が 基 礎 ・基 本 の 操 作 を確

実 に身 に付 け 、効 果 的 な補 助 教 材 と 自己評 価 の 活 用 に よ って 、 生 徒 の学 習 意 欲 を 高 め、 主

体 的 に課 題 を解 決 す る態 度 を育 て る指 導 と評 価 に っ い て研 究 を 進 め た。

(2)研 究 の構 想

①

②

③

④

⑤

年 間指導計 画の作成

補助教材 の開発

評価 の工 夫

学習指導案 の作 成 と授業研究 の考察

研究 の まとめ と今後 の課題

2研 究 の内容

(1)年 間指導計画(30単 位時間)

指導内容と
自己評価の
関 連

時 関 創 技 知
間 心 意 能 識

指 導 項 目 指 導 区 分 指 導 内 容 数 ○ 9 9

意 工 理
欲 夫 解

コ ンピュ ー タの 1、 コ ン ピュー タの機 能 ・コ ン ヒ ュ ー タ の 出 来 る こ と
。 i O 0 0

仕組み ・コン ピュー タの 基本構 成 。

・ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の 関 係
。

・オ ベ レー シ ョンシ ステ ム とア ブ リケ ー ショ ンソ フ トの関係 。
■

基本操作とプロ 2、 プ ログ ラ ム言語(BASIC) ・POINT文
、 ダ イ レ ク トモ ー ドと プ ロ グ ム モ ー ド. 5 0 0 0

グラムの作成 によ る簡 単 なプ ロ グラ ムの ・INPUT文 、 ブ ロ ン ブ ト文 付 きINPUT文 とそ の 応 用 。

作成 ・GOTO文 、IFTHEN文 、FO8TO文 な と の 制 御 文.

・LINE文
、CIECLE文 、PAINT文 、 な と の グ ラ フ ィ ヅク 基 本 コ マ ン ド.

・グラ フ ィック の 自主制作 。 5 0 0 0 0

応 用 ソ フ ト 3、 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ ・基 本 操 作 、 各 キ ー(カ ナ キ ー 、SHIFTキ ー 等)の は た ら き。 5 0 0 0
ウェ アの働 き による簡単な文書の作成 ・文 字 入力、 仮名 漢字 変換 、 カタ カナ 英字 変換 等。

・フ ロ ヅビーデ ィス クの理 解 と、取 扱 い上 の注 意 。文 書の 保存 。
・コマ ン ドメニ ュ ーの理解 と、罫 線、 文字 サ イ ズ、文 字飾 り、印 刷

その他 の コマ ン ドの意 味 と使 用 方法 。
・簡 単 な文書 の 自主制 作 ◎ 5 0 O 0 0

4、 表 計算 ソフ トに よ る簡 単 ・基 本 的な コマ ン ドメニ ー 一の理 解 と使用 方 法。 4 0 0 0

な表計算の作成 ・簡 単 な表計 算 の 自主制作 。 4 O 0 0 01

情綴の活用 5、 情 報化 社会 とコ ン ピュー ・コ ンピ ュータ が 日常生 活や、 産 業で 果 た してい る役 割 と影響 。 1 O 0 0 0

タの活用 ・コ ン ビュータ モ ラルの 重要性 。

・全 体 の まとめ 。
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② 指導の工 夫

① 開発 した補助教材 の一部

技 術 手斗 ・情 報 基 礎 一 太 良匡

基 本 操 作 、 文 字 入 力

文字入力には.ロ ーマ字入力、カナ入力がある.

No,z

ロ ー マ 宇 入 力 の 例

↑◎UKYOUTO→ とうきょうとGzJYUTUKA→ ぎじゅつか

GAKκOU→ がっこう(小 さい 『う2の 場合は,次 の子音を2つ にする

GAKKOUの 場合、Kを2つ にする.}

(総習t)

ローマ宇入力で、自分の住所.氏 名をひ らがなで入力してみよう.そ の時ど

う入力 したか巨一マ字で確認 してみよう.

ワ ー プ ロ ソ フ ト の 操 作 一主 な 基 本 操 作
■、 カ ナ 漢 字 変 換

〔Xペーzt-」{xFEA]一 … 一 カナ文を.湊 字カナ混 じり文に変換.

(変 湊)・

技 術 科 ・情 報 基 礎 一 太 露区
NO.3

ワ ー プ ロ ソ フ トの 操 作 ・主 な 基 本 操 作

コ マ ン ドメ ニ ュ ー の 表 示

ESCT-(エ スケイブキー)を 岬す とコマン ドメニ ューが(一 太酪の場合)

表示される.

(練 習1}

コ マ ン ドメニ ュ ーで.T.K .N.e、P,は 何 を章 咲す るだ ろ うか .書

いてみ よ う.

3、 文 書 の 保 存 、 読 み 込 み

圧ヨー□
(フ ァイル〕で文書の保存,読 み込み吸コマンドが表示され

る.

藤字候補騨の中から漢字を選択する時.

〔スペ ー}{一;

[1J

〔dFEAJ(変 換)

候補群の中を右にカーソルが移勤。

候謡群の中 を左にカーソルが移動.

次の候補群 を出す.

〔SHIFT}+〔EFER]一 一一・一つ 前の 候 補 群 に戻 る。

(変 襖)

(練 習2)

r庭 にi3.二 羽 鶏が い る.」 と各 良入 力 して み よ う.

2.フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー

[PF6]ひ らがなに変換.

〔PF7]カ タカナに変換。

IaF8】 半角カタカナ.半 角英字に変鍵,

〔PF9}英 字に変換.

(鞭 習3)

TOUKYOUTOと 入 力 して.PF6.PF7、PF8.PF9の 順 に押

してみ て.結 果 をノ ー トにsい て み よ う.ま た.逆 の願 にも押 して み て結 果

を書 い てみ よ う.

i

※文書の操存の仕方。

ESC→T→S(保 存)

フ1{A名 εA:¥3

重ここ に フ ァイル 名 を書 く.全 角4文 宇,半 角8文 宰 ま で

金 角文 字 と半 角 文字 を 混ぜ て も よ い.

(例}〔A:¥纏 習課 題.JSW]〔A;¥&ADAIOOT .∫SWIな ど

※文書の読み込みの仕方.

ESC→T→L(読 み込み) 読 み込 み た いフ ァイル にカー ソル を合 わ

せ 、 リタ ーン キ ー を押す.

(練習2)

文書を作7.保 存 したり.読 み込みを したりしたみよう。ノートにはファイ

163の Σ行を{倒)の ように書いてみよう.

一 一

② 補 助 教 材 の工 夫

ア 指 導 項 目 を そ れ ぞ れ の キ ー に対 応 した 「文 書 の保 存 ・読 み 込 み 」 「漢 字 変 換 」 等 の

操 作 方 法 を基 本 項 目 と して 分 け た。

イ 指 導 項 目 ご とに生 徒 が 自 己 の進 度 や操 作 の 状 況 を確 認 で き る こ と で、 学 習 意 欲 を高

め、 主 体 的 に課 題 に取 り組 め る よ うに した。

ウ 補 助 教 材 を ノー トの 左 ペ ー ジに貼 り、 右 ペ ー ジは、 自分 で書 き込 め るよ うに工 夫 し、

自分 の ノ ー トと して活 用 で き る よ うに した。
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(3)指 導 事 例(30単 位 時 間)

① 題 材

ワ ー プ ロ ソ フ トを用 いて の 簡 単 な文 章 の 作 成 。

② 本 時 の ね らい(14時 間 目/30単 位 時 間)

・フ ロ ッ ピー デ ィ ス クの 仕 組 み を理 解 し、 正 し く取 り扱 え る よ うに す る。

・ワー プ ロ ソ フ トを 使 用 して文 書 の 保 存 が で き る よ うにす る。

③ 展 開

時間 指導事項 生徒の学習活動 指導上の留意点

ハ ー ドデ ィ ス ク か ら 、 ワ ー ワープ ロソフ トを立 ち上げる。 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

導 5 プ ロ ソフ トをた ち上 げさせ 各 自デ ータ用 フロッ ピーデ ィスクをも らう0 の 理解 について は、

る 。 デ ー タ 用 フ ロ ッ ピ ー デ AVラ ン システムで写 し出 され た画像 を、モ レポー トで予習 させ

入 分 イスクの配布。 ニ タ ー で 見 る 。 て あるので 、そ れを

前 回までの復習。 中心 に行 う。

使用 頻度の高 いコマン ドの 教員機 の画像を、各 自の モニターで見なが ら

名 称 を理解 させ る。 ノ ー ト に 書 く 。

文書の保存の仕方の指導を モニターを見なが ら、文書 の保存 の仕方 を学

展 40 す る 。 ぶ 。

國 一匡]-1・ キー操作 の手順 を知 る。 フ ァイル名 は、全角

フ ァイル名 について指導す フ ァイル 名は、全角4文 字 、半 角8文 字 まで と半角を混ぜてもよ

る 。 を 知 る 。 い 。

作成 した文書を保存させる 簡単 な文書 を作 り、 自分 のフ助 ピィーデ 杁クに保 い くつか保存 する。

存 する。文書保存の仕方 を様 々 に工夫す る。 ファイル名 を変え る

拡張子について理解させる 拡張子 につ いての説 明文 を、OHCか ら モニ 時は、BSキ ーで消

開 分 ターに送 り、それ を理解 する。 して か ら変 える。た

だ し 、A:¥ま で 消 さ

文書の読み込みの仕方の指 モニターを見なが ら、文書の読み込みの仕 方 せな いようにす る。

導をす る。 を学 ぶ。

國 一巨]-1・ キー操作 の手順 を知 る。

自己評価カ ー ドに記入 させ 自己評価 カ ー ドに記 入す る。 自己評価 カー ドは、

る 。 題材終了後に確認す

できた生徒は、発展学習と 文書 の保 存、読み込みが できるよ うにな った る 。

して、次の罫線 をや らせる 生徒 は、罫線 を学習す る。

本時の復習をする。 モニ ターを見 なが ら、本時の復習 をする。 生徒事例も、適当な

ま のが あった ら、全 生

5 次 回の連絡をす る。 次回は、罫線 、文字サイ ズ、文字飾 り等を行 徒 に見せる。

と うことを知 る。

分 コン ピュ ータの電源 を切 ら コンピュータの電 源 を切 る。 マ ウスを使い 、正 し

め せ る 。 く切 らせ る。
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(4)評 価

① 評 価 の 基 本 的 な考 え 方

ア 新 しい学 力 観 に 立 つ 評 価 。

イ 生 徒 が 理 解 の程 度 を 段 階 を

追 って 確 認 で き、 学 習 を進 め

るた め の評 価 。

ウ 教 師 が学 習指 導 の 改 善 に役

立 て る た め の評 価 。

② 生 徒 自 己評 価 カ ー ドの工 夫

ア 自分 を評 価 す る こ と を 認 識

させ る た め に 「自己 評 価 」 と

い う言 葉 を 用 いた 。

イ 指 導 項 目を段 階 的 に細 分 化

し、 短 時 間 で 記 入 で き る よ う

に した。

ウ 評 価 形 式 を 、 「A:よ くで

き た」 「B:だ い た い で きた」

「C:自 信 が な か っ た 」 と

「は い 」 「い いえ 」 で 答 え る形

式 を取 り入 れ た。

工 質 問 、 感 想 の 欄 を つ く り、

生 徒 自己 評価 カ ー ド ¢。一ブ。ソフトa

年 穏 番名前

A:よ くで きた.Blだ いたいできた。C=自 信がなか った。

項 目 自 己 評 価 自分の考え、行動

墓

本

操

作

各

キ

ー

の

働

き

1 カナキーの操作ができたか。 ABC ①楽 しくで きま したか。 は い ・いいえ

②集 中してできま したか。 は い ・いいえ

③興味 ・関心をもてま したか。 はい ・いいえ

z シフトキーの活用ができたか. ABC

3 カナキーとシフトキーの組み合

わせ操作ができたか.

ABC

4 カーソルキーの操作ができたか ABC (質問・感想など)

5 スペースキーの操作ができたか ABC

6 パックスペーλキーの操作ができたか ABC

¥T......

7 デリートキーの操作ができたか ABC

文入

字力

ローマ字入力ができたか。 a・e-c

一

ワ

ー

プ

ロ

ソ

フ

ト

の

操

作

お

も

な

基

本

操

作

i カナ漢字変換ができたか。 ABC ①楽 しくできましたか。 はい ・いいえ

②集中してできましたか。 はい ・いいえ

③興 味 ・関心をもてま したか.は い ・いいえ

z ファンクションキーの働きが理

解できたか。

ABC

3 文章の保存・読み込みをするこ

とができたか。

ABC

(質問・感想など)

4 罫線を引くことができたか。 ABC

5 文字サfズの変換ができたか。 ABC

6 文字飾りをすることができたか ABC

7 印刷することができたか. ABC

1
一

一 先生からのアトバイス ー

評価形 式で表現 で きなか ったことをで きるよ うに した。

③ 生徒 自己評価 カー ド活 用後の まとめ(生 徒 の集 計)

基 本 操 作A:よ くで猷B:だ いたいできたC:目 信がなかったα) ワ ー プ ロ ソ フ トの 操 作A:よ くできたB=だ11たいできたC:自 信拠 かった(%)

各キーの働き ABC おもな基本操作 ABC

1カ ナキーの操作がで きましたか

2シ フ トキーの活用ができたか

3カ ナキー とシフ トキーの組み合

わせができたか

4カ ーソルキーの操作がで きたか

5ス ペースキーの操作がで きたか

6〆ックスやスキーの操作ができたか

7デ リー トキーの操作がで きたか

55,234,510.3

98,332,719.0

44,834,520.7

77,612,110.3

75,819.05.2

60,431.08.6

50,025,929.1

1カ ナ漢字変換がで きたか

2フ ァンクションキーの働きが理

解できたか

3文 章の保存 ・読み込みがをす る

ことがで きたか

4罫 線を引 くことができたか

5文 字サイズの変換ができたか

6文 字飾 りをす ることがで きたか

7印 刷することがで きたか1

51,729,319.0

37.937.924.Z

37,936,225.9

62,122,415.5

50,031,019.0

53,929,317.3

56,927,615.5文字入力. ABC

ローマ字入力ができたか 52,535,611.9

自分 の考え ・行動(%) 自分 の考え 。行動(%)

① 楽 し くで き ま し た か はい89.51}1}え15,5

② 集 申 して で き ま した か はい81,01、 いえ19.0

③ 興 味 ・関 心 を も て ま し た か11h82.8い いえ17,2

① 楽 し く で き ま し た か 削186.2Upえ13.8

② 集 中 して で き ま した か はい81.Oaい え19.0

③ 興 味 ・関 心 を も て ま し た か は1179.31、1、え20.7

(5)授 業 の考察(生 徒 自己評価 カー ドを使 用 して みて)

今回、補 助教材 を作成 し、それ に沿 った生徒 自己評価 カー ドを使用 し生徒 に確認 させ なが
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ら学 習 を行 った。 これ は各学 習 ごと に細 か く確 認 す る こ とで 、 自 己 の理 解 の程 度 を知 り次 の

学 習 に役 立 て るの が 目的 で あ る。 そ して、 生 徒 自己 評 価 カ ー ドの集 計 結 果 で は、 基 本 操 作 及

び、 ワー プ ロ ソ フ トの操 作 と もに、 ほ とん どが 「よ くで き た」 「だ い た い で き た」 と い う評

価 を して い る。 この こ とか ら、 学 習 項 目 を細 分 化 した生 徒 自己 評 価 カ ー ドの 活 用 は、 生 徒 の

学 習 意 欲 を向 上 させ 、課 題 を適 切 に解 決 して学 習 を進 め る上 で 効 果 が あ っ た こ とが 確 認 で き

た 。

3研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

(1)研 究 の ま とめ

今 回 の 研 究 の 主 な内 容 と して は、 補 助 教 材 と生 徒 自己評 価 カ ー ドを活 用 す る ことで 、 次

の こ とが確 認 で き た。

① 補 助 教 材

ア 生 徒 が 項 目 ごと に 自 己 の進 度 や操 作 の 状 況 を確 認 で き、 進 ん で課 題解 決 に取 り組 む

こ とが で き た。

イ 意 欲 的 に学 習 し、 基 礎 ・基 本 の操 作 を 身 に付 け る こ とが で きた。

② 生 徒 自己評 価 カ ー ド

ア

イ

ウ

工

生徒 が、 自分 の考えや行動 などを振 り返 り、 自己評価 で きた。

評価 の機会 や場 面の多様化 に役 立 った。

教師が生徒 の学 習状 況 を的確 に とらえ、信 頼関係 を確立 で きた。

生徒 自己評価 カー ドの 自己評価 を分析 す ることによ り、指導計画 の作成 や指導 方法

の 改 善 等 に役 立 て る こ とが で き た。

生 徒 自 己評 価 カ ー ドの記 載 内 容 の 集 計 を み る と、 肯定 的 で 積 極 的 な答 えが数 多 くあ った。

この こ とか ら も、 補 助 教 材 と生 徒 自己 評 価 カ ー ドの活 用 は、 学 習 意 欲 を 高 あ、 進 ん で課 題

解 決 に取 り組 む た め に は効 果 的 で あ る と考 え る。

(2>今 後 の課 題

① 指 導 の 改 善 に努 め る

今回 の 指導 は、 は じめ に基 本 操 作 を 身 に付 け させ るた め に 、補 助 教 材 を指 導 の前 半 に

活 用 した。 そ の た め 、 段 階 的 に操 作 を 行 い、 多 くの生 徒 が 「よ くで き た」 と 自 己評 価 し

て い る。 しか し、学 習 項 目、 目的 が細 分 化 して い る た め に操 作 内 容 が 限 定 さ れ て い た 。

そ こで、T:体 的 に 課 題 を 解 決 す る態 度 が最 も表 れ るで あ ろ う指 導 内容 「簡 単 な文 書 の 自

主 制 作 」 を、 年 間指 導 計 画 の後 半 に設 定 させ た が 、 指 導 の は じめ の方 か ら入 れ る よ う工

夫 す る こと が で きれ ば 、 よ りよ い と考 え る。

② 生 徒 自 己評 価 カ ー ドの 工 夫 。改 善 に努 め る

生 徒 自 己評 価 カ ー ドを作 成 ・活 用 し、 そ の効 果 にっ いて は、 多 くの ことが確認 で きた。

しか し、 生 徒 自 己評 価 カ ー ドに は、 生 徒 が 自分 の 考 え や行 動 な ど を振 り返 り、 自己 評 価

す るに と ど ま らず 、 自 己 評価 す る こ とで 自 己 の学 習 活 動 を改 善す る効 果 もあ る。

そ こで 、 生 徒 の主 体 的 な学 習活 動 の 改 善 に よ り一 層 役rて る た め の生 徒 自己評 価 カ ー

ドの工 夫 ・改 善 を 行 う必 要 が あ る。 そ うす る こ とで 、 生 徒 が 主 体 的 に課 題 を解 決 す る態

度 の一 層 の 育 成 が 図 られ る と考 え る。
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「家庭生活」領域 一 家庭 の仕事 の体験 を通 して課 題解決的な学習 を行 い、 自 ら実践す る態 度

を育て る指導 法 と評価の工夫 一

1研 究 のね らい

(1)副 主題設 定の理由

「家庭生活 」領域 では、家庭 に関す る実践 的 ・体験 的 な学習 を通 して、 自己の生活 と家

族 との関係 につ いて理解 させ、実践的 な態度 を育 て ることを目標 に してい る。

現在 の中学 生 は、『家庭 の仕事』 を行 うとい う経験 が少 な く、家庭 の仕事 の種類や内容 ・

具体 的な方法 などが分か らない生徒 が多 い。 「家庭 の仕事』 の経験 が少 な い生徒 は、 家庭

の仕 事 に対 して興味 ・関心 を もち、 自 らの課題 と して主体 的に対応 す ることが 日常 の生 活

の中で は少 ない と考 え られ る。

そ こで 「家庭生活 」領域 の学習活動 の中 に、『家 庭の仕事」 にか かわ る実 践 的 な内容 を

豊富 に取 り入 れ、生 徒 に実習 を通 して家庭の仕事 の経験 を積 み、『家庭 の仕 事 』 に対 す る

興味 ・関心 を喚起 す ると ともに、 そ こで生 じた問題点 や疑 問点 を 自 ら解決 しよ うとす る態

度 と家庭 をよ りよ くしてい きたい とい う気持 ちを育 てた いと考え る。 さ らに、学 習 した こ

とを自己の生活 に生か そ うとす る態度 を養 いたい。

このため上記 の よ うな副主題 を設定 し、研究 を進 め ることに した。

② 研究 の視 点

視覚 に訴 え生徒が取 り組 みやす い教材 を用 いた授 業か ら、図1の よ うな生 徒 の反応 が生

じ、家庭 の仕事 に興味 ・関心 を もつ と同時 に実生活 にお いて、家庭 の仕事 の実践 にっなが

ると考 え られ る。

さ らに、経験 の積 み重ねが、 自 らの課題 を解決 す るための契機 とな り、 よ りよい家庭 生

活 をお くる態度 が育成 で きる と考 え る。研究 を深 める視点 を次 の3点 と した。

①生 徒 の興味 ・関心 を喚起す る導入 の工夫

②学 習意欲 を高め る教材 ・教具 の工 夫

③ 評価 の工 夫

図11
予想される生徒の反応1

鴎糠聯 沁
えっ?驚 き

1

お も しろ そ う 興 味 ・関心

↓

や って み たい 意 欲

・・1・・[i週

意外に簡単だ シ[璽
L

/な ぜ?予 想 ＼

・・1・[ヨ

家でも試してみ ようE

個々の実践

〉

____繍__..____

言平 価

　ゆの　みヨね

魂 腓rr髪[垂]→ 一
家 庭 生活 を よ りよ く して い こ う
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2研 究の内容

(1)実 態調査

研究 を進 め るに当た り、家庭 の仕事 に関す る実 態調査 を行 った。

① 調査対象 教育 研究員所属校5校 第1学 年 男女823名

② 調査時期 平成8年6月

③調査 の結果(抜 粋)

図2

A毎 日B週1回 以上C月1回 以上

AB

ア.洗 濯 を して い ます か。5.5毘

イ.干 す こ と を して い ます か 。3.7%

ウ.た たむ こ と を して い ます か。11.2%

エ.ア イロ ンか け を して い ますか 。8.3%

、

、
、

オ.制 服 の ブ ラ シか け を して い ます か 。17.9%

カ.と れ た ボ タ ンをつ け た こ とが あ り

ます か。

キ.ほ ころび(破 れ)を 直 した こ とが あ

ります か。

ク.し み ぬ き を した こ とが あ ります か。

-15一

C D

Dし ない

、

、、

一 24.5 34.6瓢 37.2

、 、 し

、 、 、 、 、

、 「L、

＼ ＼ 、 、.

一 32.6% 34.3% 21.9

'

','".・ 一'
9,'"「 ''

■ 18.4 26.9% 46.4

、

、
、
、
、

29.0% 22.9% 30.2%

あ る59.9% な い40.嬬

な い68.5

あ る31.8% な い68.2毘



④ 調 査 の結 果 よ り

家 庭 の仕 事 の うち 、 着 る こ と に か か わ る仕 事 で 毎 日行 う もの と して は、 制 服 の ブ ラ シ

か け を行 って い る生 徒 が 多 い。 毎 日 あ るい は週1回 以 上 行 って い る者 を 合 わ せ る と46.9

%で 、 半 数 近 い。 ブ ラ シか け を ま った く行 って い な い生 徒 は30.2%で あ る。

洗 濯 を ま った く行 って い な い生 徒 は52.1%で 、 洗 濯 は半 数 以 上 の 者 が 行 って いな いが、

洗 濯 物 を た た む こ と は行 って い る生 徒 が多 い。 毎 日 ・週1回 以 上 ・月1回 以 上 行 って い

る者 を あ わ せ る と、78.1%の 生 徒 が何 らか の形 で 洗 濯 物 を た た む こ と を行 って い る。 洗

濯 物 を干 す こ と も取 り組 み やす い よ うで あ る。

生 徒 が行 って い る もの と して は、 食 べ る こ と に か か わ る仕 事 ・住 む こ とに か か わ る仕

事 も同様 で 、比 較 的 手 軽 に取 り組 め る仕 事 に偏 って い る。

ま た、 とれ た ボ タ ンをっ け た経 験 が あ る生 徒 は、59.9%で 半 数 以 上 の 生 徒 が 行 って い

るが 、 ほ こ ろび 直 しや しみ抜 きの経 験 が あ る生 徒 は、32%で あ る。

NHK世 論 調 査 「日本 人 の生 活1990」 で は、 中学 校 の生 活 時 間 が 変 化 し、 家 事 に か け

る時 間 が年 々減 少 し、20年 前 の1/3の 時 間 に な って い る とあ る。 した が って 、 家 庭 の

仕 事 の経 験 の 少 な い生 徒 が、 家 庭 の 仕 事 にっ いて 関 心 を もち実 践 して い く こ とは大 きな

課 題 で あ る と考 え られ る。

この こ とか ら、 家 族 の一 員 と して 家 庭 の 仕 事 に対 して 興 味 ・関 心 の喚 起 に っ な が る よ

う仕 事 の体 験 を 学 習 指 導 の 中 に位 置付 け、 家 庭 生 活 に お いて も主 体 的 に実践 で きる よ う、

題 材 の選 定 や授 業 の導 入 の工 夫 を 図 る必 要 が あ る と考 え る。

(2)家 庭 の 仕 事 の 指 導 計 画(24時 間)

・家 庭 の仕 事 の種 類 や 内容1時 間

・家 族 の た め の簡 単 な 食事8時 間

・被 服 計 画 を考 え、 適 切 な 着 用 お よ び手 入 れ の実 習 … … …7時 間

手入 れの実 習 その1

その2

日常着 の手入 れの計画

手入 れの実 習 その3

しみ抜 き

洗濯

被服計画

ほ こ ろ び 直 し … … …

衣生活 の仕 事お よび実 践の ま とめ

・室内 の整備 と美化 の工夫

(3)指 導事例

① 小題材 「今 日か らあな た もしみ抜 き名人」

② 目 標 ・しみ抜 きの方法 ・手順 を知 る

・しみ は早 く落 とす方が効果 的であ ることに気付 く

・しみ抜 きに興味を もち、意欲 的に実践 す る態度 を育 て る

1時 間(指 導事例)

1時 間

1時 間

2時 間

1時 間

1時 間

8時 間
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③展 開

評 価の観点…◎ 関心 ・意欲 ・態度 ◇創意 工夫 △生活の技能 □知識 ・理解

学 習 内 容 及 び
生 徒 の 反 応(※) 教 師 の 支 …暖 言平 価 の 観,点

本時の学習 を知 る。

i
.

今 日 か ら あ な た も し み 抜 き 名 人1
.

※何 をするんだ ろう。(期 待感)
ついた しみの種類、原因、 その時 どうしたかを発 ◎ 自分か ら進ん で経 験を発表で き

「しみ 」についての経験 を発 表す る。 表させ る。 る 。

ついてす ぐの この しみは、 どうや って落と しょうゆの しみ(授 業直前 につ けたもの)の つい ◎ やってみたいとい う意欲があ る。
せ ばよいだろ う? た布を生徒に見せ、代表の生徒 に しみ抜 きさせ る

◎ どうや って落とすか(何 か使 う

落 と し方を個人で 考え、 発表す る。 しみ抜 きの方法(落 とし方)を 助 言する。 か 、 な ど)考 え ら れ る 。

代表生徒 が実際に ついた しみ を落 と し、 それを観察

す る。 ◎代 表生 徒 がや って い る ことを

興味を もって見 る。

※簡 単に落 とせ る。(驚 き)

※汚れ が下の布に移 った。

※ 自分 もやってみ たい。

しみ抜 きは まず水だけで行 い、落 とせない場 合は ◎で きる だけ しみ が 落 ち るま で

しみ抜 きに各 自挑戦 してみ よう。 洗剤液で挑戦 することを説 明する。 一生懸命 しみ抜 きをする。

各 自が、 自分 で選ん だ しみに、時間 内で次々挑戦 し しみ は ソー ス 、 ケチ ャ ヅ プ 、 カ レ ー、(す べ て 授 ◎ 一枚 目の しみが落 ちた ら、次 の

落ち るか どうか確認 する。 業前につけた もの)、 しょうゆ(一 週 間前につけ しみ に挑戦す る。

た もの)を 用意 してお く。

班内で 自分 の挑 戦 した結 果を報告 し、 それぞれの し

み抜 きの結 果を ワークシー トに まとめ る。

口 どの程度 の落 ち方 か、はっ き り

班 でまとめた結 果を発 表 しよう。 しみの落 ち具合 を班 ごとに発 表させる。 と発 表で きる。

自分の挑 戦 した 「しみ」について、 「水 」または r

洗剤」 で 「落ちた 」、または 「落ち なかった」のい

ずれで あるか発表 する。

※簡 単に落 とせ るもの と落 ちない ものがあるこ と

に気 づ く。

※なぜ だろう?、

落 とせなか った原因 は何だ ろう?ま た、そ 班によ って結果 に差があ る場合 は、そこに注 目さ

の しみは どうや った ら落 とせ るだろ う? せ る。

各 自で落 ちなか った理 由を予想 し、 どうすれば落ち

るか 、 考 え る 。
、

※時間 が足 りな いんだ。

※つ けておけば いい。

※何 かほかの もの を使 えぱいい。

漂 白剤、歯 ブラシなどを準備 、生徒 の要求によ っ ◇△ しみ 抜 きの方法 を工夫 し、実

自分 の考えた方 法で 、再び しみ抜 きに挑 戦 て渡す。 行 す ることが でき る。
し よ う 。

先ほ と挑戦 して、落 ちなかった しみ に再度 自分の考 先ほ と挑戦 したしみが落 とせた生徒 には、落 とせ
えた方法 で挑戦 し、 落ちるか どうか確認 する。 なかった と発表のあ った しみ について、 自分で考 ◎発表 を興味を もって聞 ける。
※漂 白剤 な ら簡単 に落 ちるぞ。 えた方法で、挑戦させ る。

結果を発 表する。(表 に ま とめ る。)

それぞれの しみが、 との段階で落 ちたかに注目さ 口 しみ抜 きの方法がわ かる。
しみ の落と し方 につ いてま とめ よう。 せ る。

結果表 を見て、 そ こか らわ かる ことを発表 する

※ しょうゆは 、 「ついて す ぐJと 「時間が たった しみのついた時期、 しみの種類に よって、落 と し

もの」では 落ち方が違 うよ。 方、 簡単さが違 うことを理解 させ る。

※カ レー4#つ いてす ぐで も落ちに くいそ。

本時 のま とめ をする。

溶剤 の取扱 いにもふれ てお く。

しみはついて す ぐのほ うが 落と しやすい。

しみは種類に よって落 とし方が違 う。

※ほ かの しみは どうやって落 とせ ぱいいんだろ う 外出先 なとで の簡 単な しみ抜 きの方法を知 らせ る ◎実生活にしみ抜きを生かすこと
※家 でもやってみ よう。 がで きる。

評価 ・しみ抜 きの方法 、手順が わか ったか。
・しみ は早 く落 とすほうが効果 的であ ることに気付 いたか。
・しみ抜 きに興味 を もち、意 欲的に実践で きたか。
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(4)授 業 の 考 察

実 態 調 査 の結 果 よ り、 家 庭 で の経 験 が少 な い しみ 抜 きを題 材 と した 。 導 入 の しみ 抜 き の

デ モ ン ス トレー シ ョ ンで は、 ブ ラ ウス(Yシ ャツ)の しみ を 数 分 で 落 と し、 生 徒 の 興 味 ・

関 心 を喚 起 した 。

しみ抜 きの サ ンプ ル は、 す ぐ落 ち る もの と落 ち に くい もの を5種 類 用 意 した。 し ょ うゆ

の新 しい しみ は、 水 だ け で 落 ち、 ケ チ ャ ップ は 、 洗 剤 液 で 簡 単 に落 ち る こ と が 分 か り、

「これ な ら普 段 自分 で もで き る。」 とい う意 欲 にっ なが った。 また 洗 剤 液 だ け で 落 ち なか っ

た カ レー や古 い し ょ うゆ の しみ は、 生 徒 を 「ど う して も落 と して み た い。」 と い う気 持 ち

に させ た。 そ して 、 生 徒 は、 洗 剤 の濃 度 や ブ ラ シ ・漂 白剤 の 使 用 等 、 落 とす た め の 方 法 を

次 々 に予 想 し、 実 際 に試 み た 。 最 終 的 に漂 白剤 で落 ち た と き、 生 徒 は大 きな喜 び と感 動 を

味 わ う こ とが で き た。

この よ うに 易 しい もの か ら難 しい もの へ と教 材 を提 示 す る こ と に よ り、 学 習 が 深 ま り、

課 題 解 決 的 な 学 習 に取 り組 む こ とが で きた。 授 業 の ワー ク シ ー トを見 る とほ とん ど の生 徒

が 「しみ抜 きの 方 法 が よ くわ か った。」 「楽 しか っ た。」 と答 え て お り、知識 ・理解 が深 ま っ

た。 今 まで は 「め ん ど くさ い。」 「難 しい。」 と考 え て い た しみ抜 きが、思 って いた よ りず っ

と手 軽 に で き る こ とが実 感 で き た。 授 業 後 、 しみ を っ け る と 「これ 落 とそ う よ。」 と声 を

か け た り、 「この しみ は ど ん な ふ うにす れ ば落 ち るの。」 と質 問 が あ り、か な り関心 が高 ま っ

た こ とが うか が え る。 ま た、 この授 業 を 通 して 得 た しみ抜 きの 技 能 や 「自分 に もで き る。」

と い う 自信 が 、 日常 生 活 にお け る しみ抜 きの 実 践 へ とっ な が る と考 え る。

[三 重か ら私 も しみ抜 き名人

1.自 分の衣服に 「しみ」をつけたことはありますか?そ れは何のしみでしたか?

しょう三由 悼 ナ〕レー ヤnそ ぱ ・の つ ゆ な どb

2ロ その　 あな たはも と うしま したか ウ

フκ レてぬ ち し長 八 》力4でt=.尺 いtD

(落 ちな い ごヒもあ ワ托 の

3.こ れからしみ抜きの実習をしましょう。結果を下表に書き込みましょう。

しみの
種類

しみか落ちた様子

(○△xて 記入J

(落ちなか ったしみにっいて)

とうやったら落ちるたろうか?

(自分の考えた
方法てやって)

結 果

一唄
洗剤

しょ うゆ O a
一

ソース

一一

D

一

〇

一 　

ケ チャ ンプ x D
時 間 とカ、}すマ秒る 尋

洛 ち尺

カ レー X △ 凛 自剤 を使 う。 1¥

古いしょうゆ X D
凛 白剤 宮 吏う、

1
落 ち尺

4の しみ のだ と し　 につ いて 　ま とめてみ よ うウ

。しa十は っ い 尺 ろ 一すぐ しユ←技
.き を,す る.

,盤 魏5潔 瀧 』檎 塵 ラ・
フk↑できるだLす托片 いマ・少し落 としマL家尺 帰

っマす
ぐ洗 撫 漂 醐 蛯 え 硬

。蕗 とす
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3研 究の まとめ

本研 究で は、生徒 の興 味 ・関心 を喚起す るたあの導入 の工夫 や学習意欲 を高 め る教材 ・教

具 と評価 の工夫 を行 った。

実態 調査の結果、「家庭の仕事」 の経験 が少 な い生徒が多 いため、 生徒 の身近 な教 材 を用

い、簡 単に取 り組 む ことがで きる題材 を提示 し、学習体験 の中か ら内容 を深 めて い くことに

重点 を置 いた。 さ らに、生徒 が驚 きや興味を もっ よ うて導 入 を工夫す ることで、生徒 の体験

に基 づ き、感 性 に訴 え る授業 の展 開を試 み た。

授業 の結 果、生徒 は実習 を通 して、 驚 きと感動 を得、 「家庭 の仕 事」 に積極 的 にか かわ ろ

うとす るだけで な く、 その重要性 も理解 す るこ とがで きた。 また、主体的 に課 題 を解決 す る

態度 も育 ち、 自由な発想 で自分 ら しい課題 解決 を試 み る姿 も多 く見 られ た。

指導 に生 かす評価 につ いては、 ワー クシー トを工夫 し、生 徒 の意欲 の喚起 を促 す とともに、

実習結果 の発 表活動 の中で は、生徒 同士 が結果 を比較 した り、確か めた りす ることで相互評

価 の充実 を図 ることがで きた。

さ らに、学 習意欲 を育 て主体 的に実践 す る力 を育 て るため には、家庭 において継続的 に実

践す る力 が身 に付 く指導 の在 り方 や評価方 法 の開発 が今後 の課題で ある。

『食物』領域 一 食生活 を見 直 し、安全で健康 な食生活 を実践す る力 を育 てる指導法 と評価 の

工 夫 一

1研 究のね らい

(1)副 主題設定 の理 由

青少年期 は成 長が著 しく、運動 も活発 な時期で あ り、心 と体の健康 を維 持 す る うえ で、

栄 養的 なバ ランスの とれ た食生活 を送 ることが大切で ある。

しか し、最近 の中学 生 の食生活 を見 ると、朝食 を抜 いた り、 嗜好 中心 の食事 を摂 った り

して栄養的 にバ ラ ンスが とれていない食事 を して いる ことが多 い。 また、部活動 や塾 通 い

で忙 しく、家族 と共 に食事がで きない状況 も見 られ る。 さ らに、 自 らの食事 を計画 的 に整

え るための知識 や調理経 験 も少 な くな って いる。

「食物」領域 の指導 で は、「日常 食の調理 を通 して、 栄養及 び食 品 の性 質 と選 択 に っ い

て理解 させ、青少 年 にふ さわ しい食事 を計画的 に整え る能力 を養 う」 ことを目標 と して い

る。

本研 究で は、生 徒が 自 らの食生活 の実態 を見直 し、問題点 に気付 き、改善 してい こうと

す る態 度を育 て るとともに、青少年 にふ さわ しい食 事を整 え られ るこ と と将 来 にわ た り、

安全 で健康的 な食生活 を実践 す る態度 を育成 す ることを中心 とす ることと した。

そ こで、一人一人 の生 徒が、 自分 の課題 と しての食 生活 に関心 を もち、積極的 に取 り組

め る題材 を工夫 し、課題解 決的 な展開 を図 りなが ら学習を進 めたい と考えた。 また、興味 ・

関心 や意 欲 を喚起 す る評価の 工夫 にっ いて も研究 を進 め たいと考 え、 この副主題 を設定 し

た。
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(2)研 究 の 構 想 図

「食物」領域の目標

鵬 食の調理を通 して、栄養及び
食品の性質と選択について理解さ

せ、青少年にふさわしい食事を計

画的に整える能力を養う。

共通主題

生徒一人一人の学習意欲を高め、

主体的に課題を解決する態度を育

てる指導と評価の工夫

δ

生徒の実態
・食生活への興味 ・関心がある。

・基礎的な栄養の知識や食品の知識が不十分である。

・調理経験が少ない。
・自分の食事を計画的に整える能力が不←分である。

研究内容

副主題

厩活を見直し、安全で健康的な食生活を実践する力を育てる指導法と評価の工夫
呂

研究内容の具現化
・主体的に課題を解決する態度を育てる…… ・実験 ・観察 ・発表 ・調理等の体験学習を多 くする。

学習内容と指導方法の工夫
・学習意欲を高める教材 ・教具の工夫…

・体験を通 して課題解決を行なわせる工夫をする。
…… ・実物見本を多 く取 り入れる。
・使いやすいワークシー トを工夫する

。
・複覚に訴え興味を引く教材 ・教具の工夫をする。

・生徒の意欲を引き出し、実践にっなげ…… ・評緬規準を設定 し、個 々の課題解決の程度に合わせ 《賞賛 ・助言 ・励まし》 と

る評価の工夫 いった言葉かけを多 く取 り入れ、意欲を引き出す授業の工夫をする。

・自己評価欄を工夫 し、反省を通 して各自の食生活を振 り返 らせ、次時への意欲

や実践につなげる工夫をする。

期待する生徒像 一 コ
・食生活と健康に関心を持ち、積極的に食生活を改善 しようとする。 ・安全な食品を用途に応 じて選択することができる。
・栄養のハランスを考え、食事を計画的に整えられる。 ・調理の基礎技術が身に付 く。

2研 究の内容

(1!「 食 物 」 領 域 指 導 計 画 《35時 間 》

1

2

3

:難 鞠 … ∴ 隔 蕪 臨 三(1)(21#H$Al2
tl)

青少 年 の栄 養 と献 立6時 間
・わ た した ち と食 物

・食 物 の は た らき

・わ た した ち の 栄 養 と献 立

。調理実習

食生活 と健 康
・よ りよ い食 生 活 の実 践

4時 間 計5時 間

{2}実 態調査の結果 及び考察

研 究 を 進 め る に 当 た り、 食 物 に 対 す る実 態 調 査 を行 な っ た。

(生 徒 対 象 教 育 研 究 員 所 属 校4校798名)(教 員 対 象 都 内 公 立中学 校48名)

生 徒 対 象 の 実 態 調 査 の結 果 、 ⑦ で は生 徒 の75%が 「魚 が 好 き」 と答 え て い る。 と こ ろ が

家 で よ く食 べ て い る魚 は④ の よ う に、 サ ンマ、 ア ジ、 サ ケ、 な ど の 数 種 類 の 名 で あ っ た。

㊥ で 、73%の 生 徒 が 家 庭 で 一 尾 の魚 を 調 理 す る と答 え た の で 聞 い て み る と、 サ ンマ や シ

シ ャモ を 焼 くと い う焼 魚 が多 く、魚 は確 か に食 べ て は い るが 、 生 徒 臼身 で調 理 す る機 会 が

少 な い こ と もわ か っ た。

また 、 教 員 対 象 の 調 査 で は 「食 物 」 領 域 の調 理 実 習 で 、⑳ ・㊥ で答 え た よ う に、 値 段 が

高 い 、 生 徒 が 好 ま な い な ど の理 由 で 、 魚 の 実 習 が敬遠 され て い る実態 が あ る。実 習 で行 な っ

て い て も㊥ の よ う に、 切 り身 の魚 を 使 うと ころ が75%と 圧 倒 的 に多 く、 一 尾 を 使 う こ と が

少 な い こ と もわ か った 。

学 習指 導 要 領 で は、 小 学 校 で 「魚 を 加 五品 の調 理 」 を 扱 い、 中 学 校 で は 「魚 ま た は肉 を

用 い て 、焼 き物 、煮 物 、 又 は汁 物 を 作 る こ とが で き る こ と」 が あ げ られ て い る。 そ こ で 、

生 の魚 を 初 め て扱 う中 学 校 の題 材 と して 、 日本 の大 衆 魚 で あ り加 工uCIQの種 類 も多 く、 小 学

校 の題 材 との 連 携 を 図 りやす い イ ワ シを 取 り上 げ る こ とに した。 そ して 、 家 庭 で 伝 承 す る

機 会 の少 な くな った 手開 きの技 術 を 習 得 させ る こ とで、 高等 学 校 で 学 習 す る題 材 に も発 展

さ せ られ る と考 え、 研 究 の題 材 と して取 り上 げ る こ と と した。
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～生徒対象～

⑦ あなたは魚料理が好きですか
osoaosoao ioo

⑦ 家でどんな魚をよく食べますか

1位 サンマ2位 アジ3位 サケ

4位 マグロ5位 サバ ・イワシ

◎ あなたの家では魚を一尾で購入 して

料理することがありますか。

0 20 40 60 80 1000 20

一尾

14%

408080100

切 ・り総 ・5%:ii

～教員対象～

㊤ ここ3年 間で魚を取 り入れた実習を

行 い ま した か

ozoao 6080100

㊥ 魚は一尾、切 り身のどちらを使いま

したか

⑳ 魚を実習するうえで、やりにくいこ

と、困っていることは何ですか

1位 値段が高い2位 よい材料が手に

入りにくい3位 ゴミの処理

㊥ 魚の実習を取り上げなかった理由は

1位 生徒が好まない2位 値段が高い

3位 指導技術に自信がない

(3}指 導事例1「 生鮮食品 の選択」

ア 本 時の 目標

・たんぱ く質を多 く含む食品 の鮮度 や品質 の良 否を見分 け、新鮮で品質 の良 い ものの特

徴 をま とめ発表す る ことがで きる。
・健康 で安全 な食生活の ために、食品 の安全性 や栄 養価、調理や価格 を考 えて品質の良

い食 品を用途 に応 じて選ぶ姿勢 を育 て る。

イ 本時 の学 習課題

・鮮度 の違 う魚 ・肉 ・卵 を観察 ・比較 して、新鮮 で品質 の良 い方 を選 び、 その特徴 を ま

とめ発 表 しよ う。

過

程
学 習 内 容 ・ 活 動 学 習 の 支 援

評 価 と 手 だ て
《観点》(方 法)口 規準

【規準の目標】 手だて◎良い ○普通 ●もう少し

導

入

10

分

たんぱ く質を多 く含む食品 とたんぱ く質の体内での働 きを思い出そ う 口 たんぱ く質 を多 く含む食品 と体内での働 きが言

える。

【食品 名が全て言え る。働 きを詳 しく言 える。】

◎賞賛 し、確認 す る。

○ ヒン トを与え、励 ます。

●補足説 明 し、 励ます。

《知識 ・理解 ・関心 ・意欲 ・態度》

(観察)

口新鮮 な食品の利点が言え る。

【安全 ・味 ・栄 養価の面か ら鮮度 の良 いもの利点

が言 える】

◎賞賛 し、確認す る。

○他 の利点を考え させ る。

● ヒン トを出 し ・見付 けさせ る。

一全体;

・前時 の学習 を思 いだ し、たんぱ く質の多 い食 品と体 内での

働 きを発表 する。
・今が旬 《出盛 り》の魚名 と、旬 の利点 を発表 する

。学 習 プリン ト・たんぱ く質 の働 きを

ま とめたプ リン トを配布す る。

※青少年の成長 に良質 のたん ぱ く質 の

摂 取が必要な ことを確認す る。
・魚 ・肉 ・卵の実物を提示す る。

※栄 養価・価格 ・味の変化に気付かせる。

1鮮 度 の違 う魚 ・肉 ・卵 をいろいろな方法で調 べて、新鮮 で品質のよい もの を選ぼ う1
=班 活動=

・ 『生鮮食品 は鮮 度が命!』 の テーマの もとに、何故新鮮 な

食品 を選択 す る必要があ るのか を考え る。

一 学 習課題

・安 全性や味 ・栄養価等を考えさせる。

※OHPで 食中毒の原因 ・栄養価 の変

化を示す
}

[簸 の違 う魚・肉 ・卵を観察 ・比較 して、新鮮で品質の良 い方 腿 び、その特徴 をま とめ発表 しよう.1

展

開

35

分

・机間指導に より、観察 の観点 のわか

らな い生徒 に助言 する。

・机間指導 により、 まとめ方 を観 察 し

助言す る。

・大 きな声で発表 することを助 誉す る。

・発表 を聞 き、要点 をまとめてプ リン

トに記入す るよ うに指示 す る。
・質問 を促す。

《関心 ・意欲 ・態度 ・技能》

(机間指導 し観察)

積 極的にいろい ろな観点か ら観察 し、適切 な判 断

を下 してい る。

【3っ以r.の 観点か ら鮮度の良否を判断 している。】

◎ 次の課題につなげ る。

○他の観点を示 し、考え させ る。

●観察方法を示 し、助言す る。

《創意工夫》(観 察 ・画用紙)

口わか りやす くまとめ、発表 している。

【まとめ方(観 点が3っ 以上)説 明 の仕方(声 ・要

点)が 良 い】

◎ 良 い点を示す。

○更に良い発表 にす るための工 夫を助言 す る。

● まとめ方や発表 の仕方 を助言 する。

《知識 ・理解 ・技能》(観 察)

口新鮮 な魚 ・肉 ・卵 の選 び方がわか ったか。

【それ ぞれの食品 の鮮度 の見極めの観点 を3つ 以

上発表で きる。】

◎賞賛 し、実践 に結 びっ くよ うに励ます。

○実践 に結 びっ くよ うに励ます、

● いろいろな観点 か ら判 断す るよ うに助言 し、励

ます。

1魚 ・肉 ・卵 を観 察 しよ う。]
一個 人活動 一

・調理 台の上に置いた、魚 。肉 ・卵 を観察 ・比 較 して鮮 度の

違 いを見極 め、学習 プ リントにまとめ る。一1
【鮮度の良い方の魚。肉・卵の特徴を悪 い方と比較 してまとめよう。」
=班 活動=

・魚 ・肉 ・卵 の1つ を選 び、各 自が観察 ・比較 し見極 めた鮮

度 の違 いを班 で話 し合 い確認 する。

d
・画用紙 に鮮度 の良 いもの と悪 いもの を比較 してまとめ る。

1班でまとめた魚・肉・卵 の鮮度の良い ものの特徴を発表 しよう。1
=全 体=

・班 ごとに前に出て黒板 に画用紙 を貼 り出 し、鮮度観 察の観

点 と選択理由を発表す る。
・他 の班の発 表を聞 き、要点 を学 習プ リン トに記入す る

・疑 問点を質 問す る。

1魚 ・肉 ・卵の鮮度 の良 いものはどんな特徴があるだ ろうか ～確認 しよう。1

.攣鋤 。,と 黒板。提示、。あるまとめ。画用紙。使。1

て魚 ・肉 ・卵の鮮度の良 い ものの特徴 を発表する。

・生徒 のまとめの画 用紙 とOHPを 使

い補足説明 と確認 をする。

1「生鮮食 品は鮮 度が命1』 、新鮮 で品質の良い ものを選ぽ う。1

ま

と

め

5

分

;個 人=

・自分 の食生活を振 り返 り、本時 の自己評価 と学んだ ことを

各 自の生活に活かすに はどうすれば良 いかを考え学習 プ リ
ン トにまとめ る。
=全 体=
・本時 の反省 と今後の各 自の課題 を発表 する。

・次時 の学 習課題 は、魚の臭み を消す方法 の各自の工夫 とム
ニエルの実 習の調理計画 をたてることを知 る。

・自己評価 の記入状 況を机間観察する。

・何人 かに反省 と今後の課題を発表 さ

せ る。
・魚 の臭 みを取 る工夫を調べて くるよ

うに指示す る。

《関心 ・意欲 ・態度》

(観察 ・学習 プ リン ト)

口本時 の授業 と自己の食 生活を見直 し、学んだ こ
とを活か そ うとしている。

◎賞賛 し、意欲 を もたせ る。

○実習 と結 びっけて、次回への意欲を もたせ る。

● プ リン トを点 検 ・確認 して助言 し、励 ます。
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(4)授 業 の 考 察

本 事 例 は、 【魚 を用 いた 調 理 …5時 間 】 の 中 の第1時 間 目に 当た る。導 入 部 で、魚 ・肉 ・

卵 の 実 物 を示 した こ と は、 本 時 の 課 題 へ の 《興 味 と関 心 》 を引 き 出 し、 課 題 を 明 確 にす る

の に も役 だ った。 つ ぎに、 各 自が 実 際 に食 品 を 見 て 、 触 れ て 、 い ろ い ろ な観 点 か ら調 べ て

鮮 度 を 見 極 め、 そ れ を持 ち寄 り、 班 で ま とめ て発 表 す る。 と い う学 習 形 態 を取 り入 れ た こ

とで 、 各 自 の課 題 解 決 学 習 に よ って 得 た 《知 識 ・理 解 ・技 能 》 が 、 班 の中 で広 が り、更 に、

班 ご と に発 表 す る こ とで 、 観 察 の方 法 や見 極 め方 の 違 い を知 り 《知 識 ・理 解 ・技 能 》 面 で

深 ま りを見 せ た。 評 価 につ いて は、 個 々 の課 題 解 決 の程 度 に合 わせ た手 立 て を 行 な うた め

に、 「評 価 の観 点 」 と そ の 「規 準 」 を 明 確 に した。 これ は 、特 に 魚 ・肉 ・卵 の 鮮 度 観 察 を

個 人 で 行 な う時 と班 で 話 し合 い ま とめ て い る時 に、 個 人 や 班 の課 題 解 決 の程 度 に合 わせ て

《賞 賛 ・助 言 ・励 ま し》 と い った言 葉 か け を適 時 行 な った。 この こ とは、 生 徒 の 《意 欲 ・

関 心 》 を 引 き出 す の に 効 果 的 で あ った。 自己 評価 欄 の 感 想 を見 る と、 「楽 し くや れ た」 「鮮

度 の見 分 け方 が よ くわ か った」 「他 の 食 品 も調 べ て み た い」 「これ か ら は、 よ く見 よ う と思

う」 等 の感 想 が 多 く、 意 欲 的 に学 習 した こ と と、 実 践 しよ う とす る 姿勢 が 見 られ た。 下 記

の ア ンケ ー トの結 果 か ら も、 本 時 の授 業 が実 践 す る力 を 育 て た こと が うか が え る。

ア ンケ ー トよ り 一2年 男 女計 … …76名

《 【魚 を用 い た調 理 …5時 間 】 の授 業 を終 了後 に実 施 》

・授 業 前 は、 鮮 度 に注 意 して 選 ん で い ま した か?

一 評 価 表(事 例1)一 一

・授 業 後 は 、鮮 度 に注 意 して 購 入 しよ う と思 って い ます か?

E-一 …i
Oた い へん 良 し・0艮 い ● も う † こ し

調 理 室 で の 評 価

はい81% 少 しは
Isf

ワ ー ク シ ー ト(指 導 事 例1)一

生欝食品の欝度 劇べ 蹄 績 釧1引 離

ettニ ぼ け サ ひ16/1は セヨも きく

t5iCtsec[颪==コ 雄・

ex4pく 恥 隙 _臣 」1望 ①L上 と 」

塵tV_a._‐..・._.r._夢 あ,v

庫 頓 べてaよう!

ΦlA}かlA塾,一`A,

帽 しく鋼anti-f.亀,

A● ●● a験 ■

魚。日 ㌔、 憲Φ＼

知 ・うら角色
熱 一ヤ乱 ?tこ↑ユ・命、

1=‡ 、・い 潮 ・ぱくぐ橋 ビ煽蹄 麟"

岱 η

色、つヤ

寧汚
・、=エr袈 δ覧=こ

噸→二・叢,=ぐin7

itりst __

熱 亀

「勇NTY/`
側.マ τ養.威,

農 己 騨 価
一

趣④

鵬・・●冒で甑,④ 幽・く

司

奪 醸;zぐ:T_Yで → 駆翫 赫 く¥

幽 ⑤埜印蝋 麻聴 ま申
急 磯 疾影 ぐ々 ・く諏.。 葦も繍.一
いハ ・玲 角廠碍 鍋v更 凪 赫1,Rc"/ .買
・湘 ・蒔に こ煽 ・多1触く建てく査'定・・蔵

一22一



(5>指 導事例2 「一尾 の魚 を用 いた調理実習」

本時のね らい

・魚 の 肉 の主 な成 分 で あ る たん ぱ く質 が 加 熱 に よ って凝 固 し
、 固 さ ・色 ・味 ・臭 み な どが

変 化 す る こ と を理 解 さ せ る。

・魚 肉 た ん ぱ く質 に対 す る食 塩 の働 き を理 解 させ 、 中 ま で火 が通 り、 お い しい ム ニ エ ル を

作 る こ とが で き る。

・魚 の適 切な調理方法 を学 び、今後 の食生活 に広 く応用 で きる。

○ 学 習 内 容 ●生 徒 の 活動

① 身じたく、実習の準備をする。
調理計画を思い出す。

★ 学 習 へ の 支 援

《入室 したら、実習の準備をしよう》
《前時の調理計画を思い出そう》

《評 価 の 観 点 》
◎ほめる △助言・援助

一尾の魚を正 しく扱い
、ムニエルを作 ろう

《意欲 ・関心 ・態度》
◎身じたくをする
◎進んで準備する

★新鮮な一尾の魚を見せることで、
生徒の興味 ・関心をひく。

② 先生の説明を聞く・見る

③ 一人一尾のいわしを扱う
a計 量
b洗 う(うろこをとる)
c頭 と腹を切る 洗う
d手 で腹から開き、骨をとる
eゴ ミの始末をする

④ 班で臭みをとる工夫をする
塩(こ しょう)を ふるa

b

C

i★ 説明す・「澱 鷲
《安全に協力しあって実習をしよう》

●生徒一人一人が自分の魚を手開きにする
●実際の魚の大きさを知る ★机間指導をしなが ら、
●新鮮な魚を実感する ア ドバイスや援助を行う
●魚の扱い方、簡単なおろし方ができる

●新聞紙の上ですると簡単に始末できることを知る
●臭みを取る方法を考え、行う
●魚肉たんぱく質と食塩の関係を知る

べ一パー タオルで水分をおさえる

カ レー粉 ・パセ リ ・ガ ーリックを選 び、使 う

⑤ ムニエルを焼 く
a
b

C
d

e

小麦粉をつけて表となる方から焼 く
火加減をみる

裏返す
皿に正 しく盛りっける
フライパンの抽の始末、片付け

⑥ っけあわせ野菜をつ くる

a
b

c
d

後

⑦
⑧

⑨

野菜を洗い、適当な大きさに切る
ゆでる
皿に正 しく盛りつける
鍋などの片付け
盛りつけ ・配膳
試食

●きれいに焼く方法が分かる
●魚の変化に気付く

●洋風の料理の盛りつけ方が分かる
●油のかたづけができる

●野菜の下ごしらえができる
●色良く、ゆでることができる
●美しく彩りよく盛りつけられる

★盛 りっけ ・配膳を班 ごとに助言

《マナーよ く、残 さずに食べよ う》

●班ごとにできばえや各自の作業 ・協力を話し合う

●協力しあって片付ける

★片付けの しかたの指示 ・確認
《全員で協力 して片付けよう》
★ゴミの始末や各班の終了報告の確認
★学習プリント配布

⑩ プリント記入

●各自記入

学習プ リントに魚の鮮度の見方 ・ムニエルの作り方を記入しよう。

ムニエルを基に一食分の栄養のバランスや献立を考え,発 表しよう

●何入か、発表する
●各自考え、確認する

《新鮮な魚の見分け方は?》
《一食分として整えるために加えると
良い献立(食 品)は?》

●自己評価する 調理実習の自己評価をして感想 ・反省を書いておこう。

⑪ 次時の学習について知る
★プリントを回収する
★次時の予告をする

《意欲 ・関心 ・態度》
◎よく説明を聞く
△おしゃべりを注意

《技能 ・知識 ・理解》
◎手際よく調理することができ
る
△やり方がわからない生徒に援
助する

鎗 明意工夫 ・意欲 ・関 已・・態度》

◎積極的に行っている
△見ているだけの生徒に援助 ・

助言する。◎協力し
ている

《技能 ・態度 ・創意》
◎班で能率よくできる
△時間がかかる班には援助、助

言する
◎きれいに盛りっけた
△盛りつけが雑な所は助言する

《ILL・・意欲 ・態度》
◎積極的に行っている
△やろうとしない生徒には、助
言する
◎ きれいに片付いた
《知識 ・理解》

◎調理の要点をまとめられる

◎一食の献立を考えられる

《意欲 ・態度》

◎進んで発表する
《関心 ・意欲 ・態度》

◎学んだことを生かそうとして
いる
ムプリントを点検 し助言する

⑥ 一尾の魚 を用 いた調理 実習の考察

実習後 の学習記録表 の集 計結 果(表A)は 、 「学習 内容 の理解 」 「学 習活動 へ の参 加」

「学習 内容 に対 す る興味」 さ らに 「生活 への活 用」 に対す る生徒 の 自己評価 はAが 多 い。

また、感想文か らも自分 の手 で、新鮮 な魚 をさわ り頭 を切 った り指で開 いた り した経験

は、印象深 く、 よい経験 にな った ことが うかが える。

魚 の骨 や 身 が 上 手 に開 け な い で 、 苦 労 した生 徒 も多 か った が、 カ レー粉 な ど で臭 み を消

す 工 夫 も したの で 、 出来 上 が りは お い しい と好 評 だ った。 この こ とか ら、 ま た家 庭 で 作 っ

て み よ う と い う意 欲 を示 し、 生 活 の 中 で活 か して い こ うとす る生 徒 の 姿 が 見 られ た。
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実 習中の評価 にっいて は、観点 や規準 を明 らか に し、生徒 の気付 きや実践 の よさを認 あ

助言 ・援 助 を した ことが、生徒 の意欲 を高め ることとなった。教師が単位 時間の中だ けで

生徒 全員の評価 をす ることは難 しい。評価 計画 にの っと り、評価 の観点 や規準 を明 らかに

した授 業を進 めなが ら、 評価 を積 み重 ね ることが大 切で ある と痛感 した。

(表A)学 習記録表集計結果(Aよ い、Bふ っ う、Cよ くない)h=28人

「 　 漏 ∵ … 一一 一
1-
Il魚 の取扱いや手開 きの方法がわかりましたか。

卜,。.エ ル の作,方 が わか,ま し。 か.1
「 一 一 一

13魚 の く さ み を と る 上 夫 が で き ま し た カ㌔一一

14習 っ た こ と を 家 で もや っ て み た い と 思 い ま す か 。
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3研 究の まとめ と今後 の課 題

学 習意欲 を高 め るための題材 と して、 〔魚 を用 いた調理〕 を取 り上 げ た こ とは、 生徒 の 日

頃の調 理体験 が少 ない題材 で あ るだけに、生 徒が興味 と関心 を もって取 り組む ことがで きた。

(1>主 体 的 に課題 を解決 す る態度 を育 て るため に、観察 ・発表 ・実習 とい った実践的 ・体験

学 習を多 く取 り入 れた。 また、実 習に際 しては、毎回各班 で栄養バ ランス ・味 ・いうどり ・

献立 内容の取 り合 わせ、材料 の特徴等 を考慮 して工夫す る部分 を取 り入れ た ことは、一 人

一人 の生徒 の意欲 を引 き出 し、活発 な発 言やっぶや きや実践 的な工夫 を生ん だ。

② 学 習意欲 を高め る教 材 ・教具 の工夫 と して は、生徒が実 際に見て、 触れて、調 べ られ る

食 品見本を多 く取 り入 れた。 また、一尾 の魚 を扱 った ことで、安全 な食 品 を選択す る力や

基 本的 な調理技能 を身 に付 け ることがで きた。

(3)評 価 にっ いては、評 価の観点 と規準 を明確 に して、課題解決 の状況 に合わせて 《賞賛 ・

助 言 。励 ま し》 とい った言葉か けを多 く取 り入れ た。 この ことは、生徒 の課題へ の関心 と

意欲を高 める ことにな った。 また、 ワー クシー トに自己評価欄 を設 け、反省 と感想 の記入

を毎回実施 した ことで、各 自の学習 の状況 や実際の生活 を見直 す機会 と、次 の課題へ の意

欲を生み出 し、効 果的であ った。教 師側 も、生徒 の取 り組 み状況 の把 握 と、次回 の一 人一

人の援助の手立 ての資料 とな った。 さらに、一人一人 に教師 の感想 ・思 い ・助言 ・励 ま し

の一 言を いれ た ことは、生徒 との会話 を生 み、意欲 と関心 を喚起 す るの に有効 であ った。

今後の課題 として は、 さ らに学習意欲 を高 める教材 ・教具 の工夫、生 徒が主体的 に取 り

組 め る実践的 ・体験 的な学 習 の導入 の工夫 、一 人一人の意欲 を高 め る助言 ・援助 の方法 な

どの指導 と評価 の一体化 を図 る工夫 を研 究をす る必要が あ る。
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